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建設環境委員会 

平成29年12月13日（水） 

午前10時01分～午前10時37分 

議会第4会議室 

【出 席 委 員】久米勝博委員長、村岡 卓副委員長、野中康弘委員、山田誠一郎委員、 

山口弘展委員、平原嘉德委員、川崎直幸委員、福井章司委員、 

黒田利人委員 

【欠 席 委 員】なし 

【委員外議員】なし 

【執行部出席者】 

・建 設 部 志満建設部長 

・環 境 部 喜多環境部長 

         ほか、関係職員 

【案    件】 

・付託議案について（議案審査） 

 

○久米勝博委員長 

 皆さんおはようございます。これより建設環境委員会を開会いたします。 

 初めに、本委員会の審査日程をお諮りします。 

 お手元に配付している審査日程案のとおり進めたいと思いますが、御異議ございません

でしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 御異議がないようですので、この審査日程どおり審査を行います。 

 なお、付託議案の審査のために現地視察を希望される場合は、本日の委員会終了までに

お申し出ください。 

 それでは、日程に基づき付託議案の審査を行いますので、建設部以外の職員は退室いた

だいて結構です。 

◎関係職員以外退席 

○久米勝博委員長 

 それでは、建設部に関する議案の審査を行います。 

 まず、第101号議案を審査いたします。 

 執行部に議案の説明を求めます。 

◎第101号議案 佐賀市営住宅条例の一部を改正する条例 説明 

○久米勝博委員長 

 ただいまの説明について、委員の皆様からの御質疑をお受けいたします。 
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 御質疑ある方は挙手をお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 御質疑もないようですので、第101号議案の審査を終わります。 

 続きまして、105号議案を審査いたします。 

 執行部に議案の説明を求めます。 

◎第105号議案 神水川公園の指定管理者の指定について 説明 

○久米勝博委員長 

 ただいまの説明について、委員の皆様からの御質疑をお受けいたします。 

 御質疑がある方は挙手をお願いいたします。 

○山口委員 

 この指定管理者に関しましては、これまでの経緯等で、やはりこの協議会にお任せする

のが一番かなというのはわかりますけれども、これまでの5年間の実績といいましょうか、

今後また新たに5年間お任せするに当たって、これまでの5年間で本当に――何といいまし

ょうか、努力をどれだけされてきたのか。間違いなく今後の5年間も任せていいのか、そ

のあたり、何か実績として御報告できる点があれば御報告お願いしたいと思いますが。 

○岩永建設部副理事兼北部建設事務所長 

 平成25年にオープンしておりますけれども、利用者数をちょっと報告させていただきま

すと、平成25年が7月にオープンしておりますけれども、年間9,516人、平成26年度が1万 

4,932人、平成27年度1万7,911人、平成28年度1万7,381人と順調に伸びておりまして、1万

7,000人程度の来客者を確保しております。 

 また、このうちほぼ半数が市外からのお客様ということで、ダム湖面の利用、地域の活

性化ということに関しましても一定の成果を果たしておるんじゃないかというふうに考え

ておるところでございます。以上です。 

○久米勝博委員長 

 ほかにございませんでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 ほかに御質疑もないようですので、第105号議案の審査を終わります。 

 続きまして、第106号及び第107号議案を一括して審査いたします。 

 執行部に議案の説明を求めます。 

◎第106号議案 市道路線の廃止について 説明 

◎第107号議案 市道路線の認定について 説明 

○久米勝博委員長 

 ただいまの説明について、委員の皆様からの御質疑をお受けいたします。 

 御質疑がある方は挙手をお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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 御質疑もないようですので、第106号及び第107号議案の審査を終わります。 

 続きまして、第96号議案を審査いたします。 

 執行部に議案の説明を求めます。 

◎第96号議案 平成29年度佐賀市一般会計補正予算（第5号） 説明 

○久米勝博委員長 

 ただいまの説明について、委員の皆様からの御質疑をお受けいたします。 

 御質疑がある方は挙手をお願いいたします。 

○黒田委員 

 ちょっと確認ですが、7番の5ページ、大財町北島線、どんどんどんの森から環状線まで

来年の8月に全て計画としては終わる予定ですかね。どんどんどんの森からあそこの多布

施川までを先行すると聞いていましたが、その工事が8月で終わるのか、全て工事が終わ

るのか、ちょっと確認だけ。 

○姉川建設部副部長兼道路整備課長 

 全体では、どんどんどんの森から西部環状線のマリトピアの前まで整備する予定にして

おります。 

 本年度予定が、どんどんどんの森の264号からの取りつけから、今施工しております区

間の分を本年度予定しております。その工事について、来年の8月末を予定しているとい

うことです。 

○久米勝博委員長 

 いいですか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

 ほかに。 

○山田委員 

 8番の資料の22、23ページ、公園管理費の492万8,000円、これは神野公園と蓮池公園と

いうことでしたけども、それぞれ幾らずつなのか。 

○酒見緑化推進課長 

 神野公園につきまして、金額で240万円、蓮池公園で約250万円を予定しております。 

 事業内容も……。 

（発言する者あり） 

 事業の内容につきましては、先ほど御説明申しましたが、ワシントニアパーム9本の伐

採を予定しており、新たな植栽として、ヤブツバキ等で9本を予定しております。 

 また、蓮池公園につきましては、ソメイヨシノの桜を33本伐採して、新たにソメイヨシ

ノを22本、ヤマザクラを23本予定しております。 

○久米勝博委員長 

 いいですかね。 
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（「はい」と呼ぶ者あり） 

 ほかにないですかね。 

○平原委員 

 同じ資料の8番の22ページ、23ページの河川費の中の土砂災害対策事業の中で、ハザー

ドマップ、341万3,000円計上されております。 

 大和町の井手地区などの7カ所ということでありましたけれども、現時点ではレッドゾ

ーンとか、そういったところに避難場所であったりとかというのがちょっと今まで出てき

たと思いますけれども、この委託をされて、その辺がどう変わっていくのか、その辺見直

しを図られるのか、その辺の内容についてちょっとお知らせをお願いしたいと思います。 

○岩永建設部副理事兼北部建設事務所長 

 この土砂災害ハザードマップといいますのは、県が指定されました土砂災害警戒区域、

土砂災害特別警戒区域、今言われましたレッドゾーン等を図面に落としたり、そのほか、

避難経路、避難箇所、目印となるようなもの、それを地図上に落とすものでありまして、

このハザードマップをつくるからといいまして、レッドゾーン、イエローゾーン等が変わ

るものではございません。以上です。 

○久米勝博委員長 

 いいですかね。 

 ほかにないでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 ほかに御質疑もないようですので、第96号議案の審査を終わります。 

 続きまして、第12号報告及び第13号報告について、執行部から説明をお願いいたします。 

◎第12号報告 専決処分の報告について 説明 

◎第13号報告 専決処分の報告について 説明 

○久米勝博委員長 

 それでは、ただいまの説明について委員の皆様からの御質疑をお受けいたします。 

 御質疑がある方は挙手をお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑もないようですので、第12号報告及び第13号報告に関しましては、これで終わりま

す。 

 以上で建設部に関する議案の審査を終了いたします。 

 執行部の皆さんは、退室していただいて結構です。 

◎執行部入れかわり 

○久米勝博委員長 

 それでは、環境部に関する議案の審査に入ります。 

 第96号議案を審査いたします。 
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 執行部に議案の説明を求めます。 

◎第96号議案 平成29年度佐賀市一般会計補正予算（第5号） 説明 

○久米勝博委員長 

 ただいまの説明について、委員の皆様からの御質疑をお受けいたします。 

 御質疑ある方は挙手をお願いいたします。 

○山口委員 

 資源物収集で単年度と3年度の契約で分かれているというのは、何か中身が違うんです

か。 

○森環境部副理事兼循環型社会推進課長 

 ごみ収集の契約をできるだけ長期契約にしたいということですが、可燃物の収集、不燃

物の収集、資源物の収集と主な3つがあるんですが、可燃物の収集に対しましては、平成 

29年度、平成30年度、平成31年度の3年間の長期契約を結んでいます。 

 今回、時期を種類ずつずらして、平成30年度からの長期契約は不燃物をして、来年以降

の平成31年度から資源物を3年間ずつして、ずっと資源、不燃、可燃という形で、3年間の

契約を回していくといいますか、その契約始期、始まりを回していくという形で考えてお

ります。 

 今はまだ新規契約がありますので、まず、新しい契約のエリアについては単年度で契約

して、そこで何も問題がないと、いろんな問題があるとちょっと想定しまして、それがな

いということであれば、その後、長期契約に移行していくという形で、全体をそんな感じ

で回していきたいという形で思っております。 

○山口委員 

 先ほど最後のほうに言われましたように、受託業者からしてみれば、やはり雇用の問題

等が発生しますので、できるだけ長期契約のような形で持っていけたほうがいいのではな

いかなと思っております。 

 それともう一つは、委託金額に関しましては、多分コースとか走る距離数とかというの

は、ほとんどというか、全く一緒なわけです。ただこの委託金額というのが、応札された

その金額によって年々ひょっとしたら減ってきているんじゃないかなというような気もす

るんですが、そのあたりいかがですか。 

○森環境部副理事兼循環型社会推進課長 

 委託契約の中身としましては、3種類あります。一つは、人がやることですので、人件

費などがあります。それともう一つは車両の経費ですね。もう一つが管理経費で、3種類

があるんですが、車両経費と管理経費については、特に車両経費については直営の経費を

参考に積算しております。管理経費は環境省のパーセントがありまして、それをしていま

して、人件費については、労務単価を使っておりまして、労務単価は、若干ではあります

が年々上がって、今現状、この数年間は上がっているところで、それを反映して積算基礎
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をつくっているところでございます。 

○久米勝博委員長 

ほかにないでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 ほかに御質疑もないようですので、第96号議案の審査を終わります。 

 以上で環境部に関する議案の審査を終了いたします。 

 環境部の職員は一旦御退室ください。委員の皆様はそのままお残りください。 

◎執行部退室 

○久米勝博委員長 

 それでは、本日の審査に関して、現地視察の御希望はございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 ないですね。 

 委員会は、あした12月14日木曜日の午前10時から採決・まとめを行いますので、よろし

くお願いいたします。 

 これで当委員会に付託された議案の審査を終わります。 

 本日の建設環境委員会は終了いたします。 


